
素案への審議会意見に対する方向性（案）

【基本構想（素案）】第4回審議会（2018/11/1開催）資料

No. 会議 発言者 旧頁 新頁 （素案）修正前 意見 意見に対する方向性（案） 修正後

1
第3回
審議会

委員 Ⅰ はじめに 5 5 2 まちの現状と課題 1．豊郷町の地域概況 (2)
町の人口と今後の
予測

-

豊郷町内にサービス付き高齢者住宅が数棟できている
が、それに伴い他町から高齢者の流入が見られる。人口
の自然増加ではない、高齢者の流入による増加の数値が
あるのか。受け入れ側として、充分に検討していただき
たい。

65歳以上高齢者の介護については住所
地特例によって介護保険に影響はない。
しかし、障害福祉サービスについては住
所地特例がなく、転入者が65歳以上と
なった場合も町の介護保険の対象となる
ため、町財政に影響を与える。したがっ
て、国・県へ制度改正等を要望している
ところである。

-

2
第4回
審議会

委員 Ⅰ はじめに 10 10 2 まちの現状と課題 2．まちをとりまく動き
(5)
③

行財政改革の推進

公共投資については引き続き費用対
効果に関する評価を行い改革を推進
するとともに、・・・行政システム
の改善、行政組織の改革に取り組む
必要があります。

・公共投資に限らず「全ての事業において評価を実施す
る」のような文言にしてみてはどうか。
・豊郷町では、行政評価システムの確立はまだのような
ので「行政評価システムの構築」としてはどうか。
・「行政組織の改革」の箇所については、「公民連携の
推進等に取り組む」と具体的に記載してみてはどうか。

指摘の通りに修正する。

すべての事務事業について は引
 き続き費用対効果に関する評価
を行い改革を推進するととも
に、・・・行政評価システムの
構築、PPP（公民連携）等に取
り組む必要があります。

3
第3回
ご意見
シート

委員 Ⅰ はじめに 25 25 2 まちの現状と課題 4． まちづくりの課題 (1)
子育て環境のよさ
を活かす

-

「公園の保全」
雑草などが伸びたまま放置されているような気がする。
公園がたくさんあるが、保全環境がよくないと遊びたく
ても遊べず危険だと思う。

児童遊園については、原則として自治会
による管理をお願いしている。

-

4
第3回
ご意見
シート

委員 Ⅰ はじめに 25 25 2 まちの現状と課題 4． まちづくりの課題 (1)
「子どもが遊べる
場所作り」

-

地域におけるコミュニケーションの場として各集会所が
あるが、子どもたちが、「そこに行けば安心して遊べ
る」、「だめなことははだめ」と普通に言ってくれる大
人がいる、そんな場所を作れるような取り組みはできな
いだろうか。

基本構想P32、基本計画P4「子どもが
安心して遊べる場づくり」として反映済
みと考える。

-

5
第3回
ご意見
シート

委員 Ⅰ はじめに 25 25 2 まちの現状と課題 4． まちづくりの課題 (2)
地域共生社会の実
現

- 空き家・空き店舗の活用。 意見反映済みと考える。 -

6
第3回
ご意見
シート

委員 Ⅰ はじめに 25 25 2 まちの現状と課題 4． まちづくりの課題 (2)
地域共生社会の実
現

-

「専門職の確保」
例えば、医師、保育士、介護福祉士（介護職員）などを
確保していく必要性。
①町をＰＲをして転入者が増えたとしても、まちが対応
できる体制の必要性。
②介護職員の不足に伴うサービス事業所の存続の危機を
感じる。介護サービスを利用したくても利用できない、
いわゆる「介護難民」の増大への懸念。

ニーズに応じて必要な分野における人材
の確保を図りたいと考える。

-

7
第3回
ご意見
シート

委員 Ⅰ はじめに 26 26 2 まちの現状と課題 4． まちづくりの課題 (3)
暮らしの安全・安
心の確保

-
「道路改良整備」
地域（字）により道路の狭い所が多くあり、地域防災・
安全面に欠ける所があるため、改良が必要だと思う。

意見反映済みと考える。 -

8
第3回
ご意見
シート

委員 Ⅰ はじめに 26 26 2 まちの現状と課題 4． まちづくりの課題 (3)
暮らしの安全・安
心の確保

-

「道路改良整備」
国道８号線から役場までの道路幅を拡げること。特に、
大型車が対向できるよう、早く二車線にすることが大切
だと思う。

意見反映済みと考える。 -

9
第3回
ご意見
シート

委員 Ⅰ はじめに 26 26 2 まちの現状と課題 4． まちづくりの課題 (3)
暮らしの安全・安
心の確保

-

「交通環境の向上」
特に、豊郷アストから中山道へ出たところのＴ字路が混
み合う。事故が発生して危険なため、信号を設置するな
どして、交通循環を改善する。このような箇所は他にも
あると思う。

意見の趣旨をふまえ、右記の通り追加す
る。

基本計画旧P43
◇「危険個所が解消されるよ
う、住民の利用の多い県道・生
活道路について、改良整備の要
望を続けます。」
を追加する。

10
第4回
審議会

委員 - - 全般 全般 - - - - - - -
障害者の「がい」の表記について、漢字、ひらがなのど
ちらが適切なのか、次回の審議会までにお知らせいただ
きたい。

「障害」という表記については、前後の
文脈から人や人の状態を表す場合には、
「障がい」表記を用い、法令等の表現に
ついては、「障害」と漢字で表記するこ
ととしている。

-

章 か所部 項目

資料１
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【基本構想（素案）】第4回審議会（2018/11/1開催）資料

No. 会議 発言者 旧頁 新頁 （素案）修正前 意見 意見に対する方向性（案） 修正後

11
第3回
審議会

3委員 Ⅱ 基本構想 30 30 1
まちづくりの理念
と将来像

4．将来の地域構造 (1) 農業・農村ゾーン 農業・農村ゾーン
農地がある地域は宅地化がなされていないので、地域差
の解消がまちとしての課題だと思う。

意見の趣旨をふまえ、右記の通り修正す
る。

田園ゾーン

12
第4回
ご意見
シート

委員 Ⅱ 基本構想 30 30 1
まちづくりの理念
と将来像

４．将来の地域構造 (６)
中山道の街並みづ
くり

-

花街道づくりは地域住民との協働で取り組むため、労力
はボランティアで行なっていただくことになるかもしれ
ないが、材料や維持には費用がかかる。町としては継続
して予算化できるのか。

町としてきっかけづくりを支援したいと
考えるが、住民の自助努力に期待した
い。

-

13
第4回
ご意見
シート

委員 Ⅱ 基本構想
30
～
31

30
～
31

1
まちづくりの理念
と将来像

４．将来の地域構造 - -

（1）「若者定住へ向けて」
（2）「中山道と国道8号との間に
ついては、利便性の高い立地条件を
活かし」
（3）「国道8号沿線の工業・沿道
サービスが立地する区域について
は」

委員の意見にもあったが、先々のことは予測できない
内容もあり、また、地域構造を固定化してしまうこと
で、少なからず「先入観や価値観など、様々な気分感
情」に影響を及ぼすことが考えられる。

よって、第４次総合計画の（１）から（６）の方針を
継承するとしても、あえて地域構造図は示すことはせ
ず、地域環境（地域構造）の変化を見込み、柔軟性ある
表現がよいのではと思う。
例えば、
（１）ほ場整備～地域の実情に応じた集落環境の充実を
図ります。
（２）利便性の高い立地条件を活かすことのできるとこ
ろは、排水対策の確保～供給します。
（３）国道８号沿線の工業・沿道、また新たな立地区域
については～利便性を図ります。
（４）（５）（６）はそのまま記載、（５）は新たな主
要道路を含む。

「農業・農村ゾーン」を「田園ゾーン」
とするなど、柔軟性のある表現とする。
（1）～（3）の文言については右の通
りとする。
（5）については、図を修正する。

（1）「若者定住へ向けて」を
削除する。
（2）「中山道と国道8号との間
にあって、利便性の高い立地条
件を活かせるところについて
は」に修正する。
（3）「国道8号沿線の工業・沿
道サービスが立地する区域及び
新たな立地区域については」

14
第4回
審議会

委員 Ⅱ 基本構想
30
～
31

30
～
31

1
まちづくりの理念
と将来像

４．将来の地域構造 - - 農業・農村ゾーン
地域を区画するよりどう発展させるかを考えていただい
た方が良いと思う。

意見の趣旨をふまえ、右記の通り修正す
る。

田園ゾーン

15
第4回
審議会

委員 Ⅱ 基本構想
30
～
31

30
～
31

1
まちづくりの理念
と将来像

４．将来の地域構造 - -

◇主要道路である県道の改良整備を
促進するとともに、湖東三山スマー
トインターチェンジへのアクセス道
路の整備に伴う改良整備の促進を図
ります。

年末には８号線バイパスの方向性が決まるだろうし、将
来的に地域構想に組み込んでほしいと思う。

バイパス整備構想の検討中であり、基本
計画旧P41～42に記載する。

◇主要道路である県道の改良整
備を促進するとともに、国道8
号バイパスを見据え、国道307
号と国道8号を繋ぐ道路整備に
努めます。

16
第4回
審議会

委員 Ⅱ 基本構想 32 32 2
まちづくりの基本
目標

1
基本目標
子 育 て 環 境 の 強 み
アップ

-

教育委員会で分館長制度の推進が図られているが、マン
ネリ化してスムーズに行われていない状況がある。教育
委員会は制度を固持するより、地域での社会教育の方針
を全体的に検討し直す方が良いのではないか。

生涯学習やコミュニティのうえで有意義
な制度であり、趣旨を今後も啓発してい
く。

-

17
第3回
ご意見
シート

委員 Ⅱ 基本構想 33 33 2
まちづくりの基本
目標

2
基本目標
全世代参加の地域共
生力アップ

-
「地域共生社会の実現」
空家店舗の活用

意見反映済みと考える。 -

18
第4回
ご意見
シート

委員 Ⅱ 基本構想 33 33 2
まちづくりの基本
目標

2
全世代参加の地域共
生力アップ

-

全世代型地域包括支援センターの体制整備を図る、と
いう構想であればなおのこと『相談（対応）体制の拡
充』を取り入れるべきと考える。

本計画資料のうち、特に第４次計画の検証結果（資料
Ⅱ-２）基本目標３「いきいき安心の暮らしをつくろう」
のカテゴリーでは、保健、医療、福祉等の分野において
「相談（窓口）体制の拡充（充実）が望まれる」、「専
門職の確保」、「人材の充実が課題」という言葉が随所
に明記されている。

相談対応が不十分な対応では「深化」は図れない、と
考えるし、人間が生活していく上で困った時に（相談し
たい時に）対応でき、適切に対応できる町であることも
「町の魅力のひとつ」に繋がる、とも思う。

基本計画P22「（1）全世代型地域包括
支援センターの体制整備」のなかで、相
談支援の充実について記載している。

-

19
第3回
ご意見
シート

委員 Ⅱ 基本構想 33 33 2
まちづくりの基本
目標

2
全世代参加の地域共
生力アップ

-

「健康づくりと介護予防について」
５０歳代からの健康づくりが医療や介護につながるの
で、運動意識を高める取り組みが必要ではないか。運動
プログラムの導入を図り、地道にやり続ける事が大切だ
と考える。

計画実施段階での参考意見とさせていた
だく。

-

20
第4回
審議会

委員 Ⅱ 基本構想 34 34 2
まちづくりの基本
目標

3
基本目標
暮らしの安全・安心
力アップ

-
中山道で事故が多発しているため、事故防止の対策の検
討も進めてほしい。

意見反映済みと考える。
（意見番号9参照）

-

21
第4回
審議会

委員 Ⅱ 基本構想 34 34 2
まちづくりの基本
目標

3
基本目標
暮らしの安全・安心
力アップ

-
子ども達の通学路の安全を確保するため、地震によるブ
ロック壁倒壊の問題にはふれるべきだと思う。

意見の趣旨をふまえ、右記の通り追加す
る。

基本計画旧P43
◇「地震によるブロック塀倒壊
の防止」を追加する。

22
第3回
ご意見
シート

委員 Ⅱ 基本構想 35 35 2
まちづくりの基本
目標

4
基本目標
ま ち の 魅 力 と 活 力
アップ

- 商店街に入る新しい企業の育成を行っていく。 意見反映済みと考える。 -

23
第3回
審議会

委員 Ⅱ 基本構想 36 36 2
まちづくりの基本
目標

5
基本目標
住 民 直 結 の 行 政 力
アップ

-
ＰＰＰ（公民連携）やＰＦＩ（ＰＰＰの代表的な手法の
一つ）についても、進めていくことが必要であると思
う。

意見反映済みと考える。 -

24
第3回
ご意見
シート

委員 Ⅱ 基本構想 36 36 2
まちづくりの基本
目標

5
基本目標
住 民 直 結 の 行 政 力
アップ

-

「広域連携の推進」
住民直結の行政力アップに繋げる内容として、ゴミ処理
などの課題を解消（推進）する必要もあり、衛生面、斎
場などに連携したキーワードを掲げることも重要と考え
る。

意見の趣旨をふまえ、右記の通り追加す
る。

基本計画旧P72
◇「広域で取り組んだほうが効
果的・効率的なものについて
は、広域連携を推進します。」
を追加する。

25
第3回
審議会

委員 Ⅱ 基本構想
32
～
36

32
～
36

2
まちづくりの基本
目標

- - - - -
課題や目標は、行政が過去から取り組んでいる流れでは
ないか。これから行政として何を実施していくのか見え
ないところがある。

基本構想の中で、重点項目を示すことに
よって反映済みと考える。

-

部 章 か所 項目

○防災・減災対策の充実

○地域産業の振興と雇用
対策の充実

◎持続可能な行政経営の
推進

◎持続可能な行政経営の
推進

○地域における学習環境
の充実

◎多世代コミュニティの
創造と地域福祉の推進

○健康づくりとスポーツ
の推進

◎地域包括ケアシステム
の深化・推進

◎道路交通・公共交通網
の整備
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【基本計画（素案）】第5回審議会（2018/11/28開催）資料

No. 会議 発言者 旧頁 新頁 （素案）修正前 意見 意見に対する方向性（案） 修正後

26
第3回
審議会

委員 Ⅲ 基本計画 4 42 1
子育て環境の強み
アップ

1．子育ての環境づくり (1)
子ども・子育て支
援体制の充実

- 外見では分からない障害を持った子どもが多い。 意見反映済みと考える。 -

27
第3回
審議会

委員 Ⅲ 基本計画 8 44 1
子育て環境の強み
アップ

2．
子どもの教育環境の
充実

-
青少年育成にも役立つので、子どもの海外短期留学の実
施を検討してほしい。

実現に向けて調整する。 -

28
第5回
審議会

委員 Ⅲ 基本計画
11
他

50 1
子育て環境の強み
アップ

3．
地域における学習環
境の充実

(2)
生涯学習機会の充
実と学習活動の促
進

◇特に地域共生力の向上へ向けた生
涯学習を推進するため、生涯学習の
義務教育（65歳以上の義務教育
等）に取り組みます。

生涯学習の義務教育化について、生涯学習を義務化する
のはそぐわないと思うので、生涯における学習機会を体
系的につくることとして、表現を「生涯学習の仕組みづ
くり」とした方が良いのではないか。

指摘をふまえ修正する。
◇住民が参加したくなるよう
な、生涯学習の体系化と仕組み
づくりに取り組みます。

29
第5回
審議会

委員 Ⅲ 基本計画 15 54 1
子育て環境の強み
アップ

4．
まちの文化の保全と
育成

(2)
文化遺産の保護・
保存と活用の推進

豊郷町に学芸員がいないことは問題だと思う。文化財保
護法の改正があり来春より施行されるが、そこでは「地
域における文化財の計画的な保存・活用の促進や、地方
文化財保護行政の推進力の強化を図る」とされている。
豊郷町にも歴史的な資源が多くありながら十分活かされ
ていないのでもったいないと思う。（２）文化遺産の保
護・保存と活用の推進については、もう一歩踏み込んで
書いていただきたい。

文化財保護法改正の趣旨をふまえ、今後
検討する。

-

30
第3回
審議会

委員 Ⅲ 基本計画 18 57 2
全世帯参加の地域
共生力アップ

1．
多世代コミュニティ
の創造と地域福祉の
推進

(1)
多 世 代 コ ミ ュ ニ
ティの創造

-
若い世代が地域活動に参加やすいまちづくりが大事だと
思う。

意見反映済みと考える。 -

31
第3回
審議会

委員 Ⅲ 基本計画 18 57 2
全世代参加の地域
共生力アップ

1．
多世代コミュニティ
の創造と地域福祉の
推進

(1)
多 世 代 コ ミ ュ ニ
ティの創造　他

-
他府県からの移住者や転入者を呼び込む対策を、行政と
して真剣に考えていけばよいと思う。

総合戦略と整合を図りながら、総合計画
素案でも意見反映済みと考える。

-

32
第5回
審議会

委員 Ⅲ 基本計画 18 57 2
全世代参加の地域
共生力アップ

1．
多世代コミュニティ
の創造と地域福祉の
推進

(1)
多 世 代 コ ミ ュ ニ
ティの創造

-

現状、自治会の休止状態や新住民の増加、地区の再編に
よる加入・未加入の問題などがあり、自治会のあり方そ
のものを見直す必要があると思う。それをどのように進
めていけばよいのかが大きな課題なのではないか。

基本計画旧P18に記載の通り検討す
る。
（「◇新たなコミュニティの創設や柔軟
な運営によって行政とコミュニティと自
治会の新しい関係づくりを検討しま
す。」）

-

33
第5回
審議会

委員 Ⅲ 基本計画 18 57 2
全世代参加の地域
共生力アップ

1．
多世代コミュニティ
の創造と地域福祉の
推進

(1)
多 世 代 コ ミ ュ ニ
ティの創造

-

自治会や老人クラブなど既存組織が立ち行かなくなって
いる現状に対して、答えは「再編」だと思う。コミュニ
ティ施策のところに、「当事者が集まり再編について検
討する」という表現を入れていただきたい。

同上 -

34
第5回
審議会

委員 Ⅲ 基本計画 18 57 2
全世代参加の地域
共生力アップ

1．
多世代コミュニティ
の創造と地域福祉の
推進

(2)
「お互いさま」の
まちづくり

-
「豊郷町ボランティア協議会の強化と活動の充実」とあ
るが、少しの時間でもできる登録制の個人ボランティア
を増やしていく事が人材確保につながるのではないか。

年齢に限らず知識や能力を活かす個人ボ
ランティアを「プラチナ人材バンク」と
して、登録・活用する仕組みを検討す
る。

基本計画旧P20の主要事業に
「プラチナ人材バンクの設立」
を記載する。

35
第5回
審議会

会長 Ⅲ 基本計画 18 57 2
全世代参加の地域
共生力アップ

1．
多世代コミュニティ
の創造と地域福祉の
推進

(2)
「お互いさま」の
まちづくり

豊郷町ボランティア協議会の強化と
活動の充実に取り組みます。

「強化」という言葉が使われているが、住民がボラン
ティア活動をしやすくなるように表現の検討をお願いし
たい。

意見の趣旨をふまえ修正する。
豊郷町ボランティア協議会の活
動の輪が広がるよう支援に取り
組みます。

36
第5回
審議会

2委員 Ⅲ 基本計画 18 57 2
全世代参加の地域
共生力アップ

1．
多世代コミュニティ
の創造と地域福祉の
推進

(2)
「お互いさま」の
まちづくり

「ボランティア」については、各地域の「分館（公民
館）」を活用して、各地域のボランティアを育て地域の
ボランティアが地域の人を助ける形を作り、それを町全
体に広げて行ったらよいのではないか。

年齢に限らず知識や能力を活かす個人ボ
ランティアを「プラチナ人材バンク」と
して、登録・活用する仕組みを検討す
る。

基本計画旧P20の主要事業に
「プラチナ人材バンクの設立」
を記載する。

37
第5回
審議会

委員 Ⅲ 基本計画 19 58 2
全世代参加の地域
共生力アップ

1．
多世代コミュニティ
の創造と地域福祉の
推進

(3)
生活支援サービス
の育成

※ プラチナ人材とは：従来のシル
バー人材という呼称から、より輝き
のある人材、知識・経験をもった人
材としてプラチナ人材と呼びます。

「プラチナ人材」とあるが、シルバーとの違いが分かり
にくい。

説明を補足する。

※ プラチナ人材とは： 従来のシ
 ルバー人材という呼称から、よ
 り輝きのある人材、知識・経験
を活かしてボランティア活動に
参加する もった人材を としてプ
ラチナ人材と呼びます。

38
第5回
審議会

委員 Ⅲ 基本計画 19 58 2
全世代参加の地域
共生力アップ

1．
多世代コミュニティ
の創造と地域福祉の
推進

(3)
生活支援サービス
の育成

「シルバー人材センター」＝「プラチナ人材センター」
とするのではなく、「プラチナ」とするなら高齢の方に
限らず、自分の持っている能力をボランティアで発揮で
きるような登録型にして、４０代でも５０代でも参加し
ていただくようにしてはどうか。

年齢に限らず知識や能力を活かす個人ボ
ランティアを「プラチナ人材バンク」と
して、登録・活用する仕組みを検討す
る。

基本計画旧P20の主要事業に
「プラチナ人材バンクの設立」
を記載する。

39
第5回
ご意見
シート

委員 Ⅲ 基本計画 19 58 2
全世代参加の地域
共生力アップ

1．
多世代コミュニティ
の創造と地域福祉の
推進

(3)
生活支援サービス
の育成

「プラチナ」と名付けるのであれば、尊敬されるような
人が良いと思う。
例）書道や料理等、指導者として活躍してもらえる人材
に名付ける。

年齢に限らず知識や能力を活かす個人ボ
ランティアを「プラチナ人材バンク」と
して、登録・活用する仕組みを検討す
る。

基本計画旧P20の主要事業に
「プラチナ人材バンクの設立」
を記載する。

40
第3回
審議会

委員 Ⅲ 基本計画 19 58 2
全世代参加の地域
共生力アップ

1．
多世代コミュニティ
の創造と地域福祉の
推進

(4)
空き家・空き店舗
の活用

-
空家対策へのボランティア活動に関連して、認知症予防
教室や障害者へのサービス提供について考えていけば良
いと思う。

意見反映済みと考える。 -

部 章 か所 項目

-

3



No. 会議 発言者 旧頁 新頁 （素案）修正前 意見 意見に対する方向性（案） 修正後部 章 か所 項目

41
第5回
ご意見
シート

委員 Ⅲ 基本計画 19 58 2
全世代参加の地域
共生力アップ

1．
多世代コミュニティ
の創造と地域福祉の
推進

(4)
空き家・空き店舗
の活用

「空き家・空き地情報バンク」はマッチングの策を考え
る事が必要。
→どのように使用してほしいか、使用したいかをしっか
りとリサーチする。（個人的に興味があり、アイデアを
出したいと思う。）

計画実施段階での参考意見とさせていた
だく。

-

42
第3回
審議会

委員 Ⅲ 基本計画 20 59 2
全世代参加の地域
共生力アップ

1．
多世代コミュニティ
の創造と地域福祉の
推進

(7)
人にやさしい環境
整備

-
誰でも、車いすでどこにでも行くことができるような、
障害者にやさしいまちにしてほしい。

意見反映済みと考える。 -

43
第5回
ご意見
シート

委員 Ⅲ 基本計画 24 65 2
全世代参加の地域
共生力アップ

３．
健康づくりとスポー
ツの推進

「アザック」
【これまでに取り組んできたことは】
3つ目の◇「アザック」を「アザックとよさと」に訂正
をお願いする。

意見の通り修正する。 「アザックとよさと」

44
第5回
ご意見
シート

委員 Ⅲ 基本計画 24 65 2
全世代参加の地域
共生力アップ

３．
健康づくりとスポー
ツの推進

平成２５年度の体育館の利用減少については、「改修工
事のため」と明記してはどうか。

指摘の通り説明を追加する。
※平成25年度の利用減少は、改
修工事による。

45
第5回
審議会

委員 Ⅲ 基本計画 28 70 2
全世代参加の地域
共生力アップ

４．高齢者福祉の充実 (3)
高齢者の社会参加
の促進

◇高齢者の健康で生きがいのある生
活の実現と多様な社会参加への意識
づけを高めていくために、シルバー
人材センターの新たな展開、老人ク
ラブの活性化、地域活動への支援等
に取り組みます。

「老人クラブの活性化」とあるが、存続も難しい現在
「活性化」という表現が何を指すのかわかりにくく、大
変重く感じられる。

意見の趣旨をふまえ、右記の通り修正す
る。

◇高齢者の健康で生きがいのあ
る生活の実現と多様な社会参加
への意識づけを高めていくため
に、シルバー人材センター の 新
 た な 展 開、老人クラブ の 活 性
 化、いきがい協働センター等地
域活動への支援に取り組みま
す。

46
第5回
ご意見
シート

委員 Ⅲ 基本計画 28 70 2
全世代参加の地域
共生力アップ

４．高齢者福祉の充実 - -

健康寿命等で、社会教育課（保健体育課）と医療保険課
や保健福祉課等が一緒に取り組める事業等があるように
思う。それらを精査することで、予算とかも削減できる
のではないか。

計画実施段階での参考意見とさせていた
だく。

-

47
第5回
審議会

委員 Ⅲ 基本計画 34 76 2
全世代参加の地域
共生力アップ

6．
医療・介護の基盤整
備

「医療機関数はやや減少しているも
のの」

「医療機関数はやや減少しているものの」とあるが、
「やや」ではなく減少していると思うので文章を考えて
いただきたい。

「やや」を削除する。
「医療機関数は や や減少してい
るものの」

48
第5回
審議会

委員 Ⅲ 基本計画 39 81 2
全世代参加の地域
共生力アップ

7．共生のまちづくり (4)
多文化共生のまち
づくり

豊郷町においても国際交流協会などの設立を図っていく
必要があるのではないか。

必要性を見極めながら、今後検討してい
きたい。

-

49
第5回
ご意見
シート

委員 Ⅲ 基本計画
17
～
40

56
～
82

2
全世代参加の地域
共生力アップ

- - - -
第2章は「第１章 子育て環境の強みアップ 3．地域に
おける学習環境の充実（２）生涯学習」と連携した方が
良いのではないか。

参考意見とさせていただく。 -

50
第3回
審議会

委員 Ⅲ 基本計画 48 91 3
暮らしの安全・安
心力アップ

３．環境保全の推進 (1)
環境保全・環境美
化の推進

-
「環境基本計画は必要ない」と言う見解が出ているが、
ぜひ、作成してほしいと思う。

意見反映済みと考える。 -

51
第5回
審議会

委員 Ⅲ 基本計画 55 97 3
暮らしの安全・安
心力アップ

5．
防災・減災対策の充
実

(2)
自主防災組織の育
成

◇防災訓練や防災に関する講座の開
催等、自主防災意識の高揚に努める
とともに、消防団の団員の確保、訓
練の充実に努め組織強化を図りま
す。また、女性や高齢者等昼間在宅
の住民層の参画促進を図ります。

「女性や高齢者等昼間在宅の」とあるが、限定する必要
はないように思う。

意見の通り削除。

◇防災訓練や防災に関する講座
の開催等、自主防災意識の高揚
に努めるとともに、消防団の団
員の確保、訓練の充実に努め組
織強化を図ります。 ま た 、 女 性
 や 高 齢 者 等 昼 間 在 宅 の 住 民 層 の
 参画促進を図ります。

52
第5回
審議会

委員 Ⅲ 基本計画 55 97 3
暮らしの安全・安
心力アップ

5．
防災・減災対策の充
実

(2)
自主防災組織の育
成

-

「住民全員参加の防災訓練の実施」とあるが、地区に
よっては全員参加ですでに行っているところもあるの
で、しているところとしていないところの差をなくして
いくという方向にされたら良いのではないか。

意見の趣旨をふまえ現状と課題に記載を
追加し、主要施策の文言を一部修正す
る。

【これまでに取り組んできたこ
とは】の5つ目に追加
◇各自治会において、地震や風
水害を想定した防災訓練を実施
しています。
◇防災士資格取得のための受講
費を補助しています。

53
第5回
審議会

委員 Ⅲ 基本計画 55 97 3
暮らしの安全・安
心力アップ

5．
防災・減災対策の充
実

(3)
防火・防災基盤の
整備充実

◇拠点避難場所５カ所に…
「拠点避難場所５か所」とあるが、どこにあるかわかっ
た方がよいのではないか。

意見の趣旨をふまえ場所を明記する。

◇拠点避難場所５カ所（豊郷小
学校、日栄小学校、豊日中学
校、豊郷スポーツ公園、豊栄の
さと）に…

54
第5回
審議会

委員 Ⅲ 基本計画 58 100 3
暮らしの安全・安
心力アップ

6．地域安全対策の充実 (1)
交通安全施設の整
備

-

子どもや高齢者も「安全に移動できる道路環境の確保」
とあるが、子どもたちの通学を見てましても歩道がない
ところを歩かざるを得なかったり、雪の日など境目がわ
からず田んぼにはまったりしているので、大きなことだ
けではなく現状をしっかりと把握し対策していくことが
重要だと思う。

デリネーター等の設置を検討する。 -

55
第5回
審議会

委員 Ⅲ 基本計画 60 102 4
まちの魅力と活力
アップ

1．農業の振興

法人化を立ち上げもう２０年になり、営農組合役員の高
齢化が進んでいる。甲良町では連合式にしてお互い助け
合っているようで、豊郷町でも法人化で安心せず次のス
テップを考える必要があると思う。

意見の趣旨をふまえ、右記の通り追加す
る。

基本計画旧P61（1）の3つ目
◇将来的に持続可能な農業生産
体制について研究します。

56
第3回
ご意見
シート

委員 Ⅲ 基本計画 64 106 4
まちの魅力と活力
アップ

2． 観光の振興 (2)
中山道の街並みづ
くり

-

「街道の美化」
中山道を歩く人達のために、花街道づくりに協力してく
れるボランティアの育成や、各家庭に依頼してみるのは
どうか。

意見反映済みと考える。 -

57
第3回
審議会

3委員 Ⅲ 基本計画 64 106 4
まちの魅力と活力
アップ

2．観光の振興 (3)
郷土の歴史文化の
発信

- 町の代表的な江州音頭についての発信をしてほしい。 意見反映済みと考える。 -

◆現状と課題◆

「●スポーツ公園の利用
状況」の表について

◆現状と課題◆

◆現状と課題◆

4



No. 会議 発言者 旧頁 新頁 （素案）修正前 意見 意見に対する方向性（案） 修正後部 章 か所 項目

58
第5回
審議会

委員 Ⅲ 基本計画 64 106 4
町の魅力と活力
アップ

2．観光の振興 (3)
郷土の歴史文化の
発信

-
保存会としては、観音盆の発祥地として「扇踊り」や
「傘踊り」の普及を頑張っていきたいと思っている。

取り組みを期待しつつ、支援を続けてい
きます。

59
第5回
審議会

委員 Ⅲ 基本計画 64 106 4
町の魅力と活力
アップ

2．観光の振興 (3)
郷土の歴史文化の
発信

-

豊郷町は江州音頭発祥の地なので、中山道を走ると江州
音頭が流れるようにしたり、飛び出し坊やに江州音頭の
傘や扇を持たすなどを考えていくのも楽しいのではない
かと思う。

意見の趣旨をふまえ右記のとおり修正す
る。

基本計画旧P43【主要事業】に
「速度を抑制する安全な道路環
境整備（江州音頭メロディロー
ド等）」を記載する。

60
第5回
審議会

委員 Ⅲ 基本計画 64 106 4
町の魅力と活力
アップ

2．観光の振興 (3)
郷土の歴史文化の
発信

-
江州音頭に関する歴史的資料が千樹寺にはあるが、展示
する場所がない現状だ。江州音頭発祥の地としての施設
を作っていただきたい。

将来的な検討課題とさせていただく。

61
第5回
ご意見
シート

委員 Ⅲ 基本計画 64 106 4
町の魅力と活力
アップ

2．観光の振興 (3)
郷土の歴史文化の
発信

-
江州音頭バージョンの飛び出し坊やは良い案だと思う。
これを、地元の子ども達に作ってもうことで、若者世代
に継承していくことになるのではないか。

計画実施段階での参考意見とさせていた
だく。

-

62
第5回
審議会

委員 Ⅲ 基本計画 64 106 4
町の魅力と活力
アップ

2．観光の振興 - - -

町としてできること、町と観光協会でできること、財源
の確保や実現可能なことを地に足をつけて考え、「ご当
地アイドルの結成」といったお金も時間もかかることで
はなく、参加型のＳＮＳでの発信やちょっとしたイベン
トを重ねるなどの具体的な取り組みに力を入れたほうが
良いのではないか。

「ご当地アイドルの結成」は削除し、計
画実施段階での参考意見とさせていただ
く。

-

63
第5回
審議会

委員 Ⅲ 基本計画
66
～
67

110
～

111
4

町の魅力と活力
アップ

3．
地域産業の振興と雇
用対策の充実

- - -

国が提示した小規模企業振興基本条例の制定について商
工会代表として今年の２月に町長に要望を出したが、そ
の取り組みをここに盛り込むほうがよいのかどうか、検
討いただければと思う。

条例制定の予定である。 -

64
第3回
ご意見
シート

委員 その他 - - - - - - - - -

・住民一人ひとりのニーズに答えるのは非常に難しいも
のがあると思う。各年代の困っているところに答えられ
る計画を作っていけたらと思う。また、住民が主体と
なって、取り組み全てにおいて住民参加型になること
で、地域の愛着心や自治意識が高まると良いと思う。
・子育てや、福祉関係において、行政（各課）や団体な
ど、目指す所は同じであるので、上手に協力関係を結
び、縦の繋がりでなく、横の繋がりをもって事業を進め
ていく仕組みづくりができると良いと思う。

基本目標2の「全世代型地域包括ケアシ
ステムの進化・推進」、基本目標5の
「情報共有と住民参加の推進」で触れて
いるが、計画の実施段階全般において参
考にさせていただく。

-

65
第5回
ご意見
シート

委員 その他 3 3 - - - - - -

（３）進行管理
計画はその着実な実行と点検・評
価・改善の継続が重要 であ り、
PDCAマネジメントサイクルによ
る進行管理の仕組みを視野にいれな
がら、計画策定を行います。

１０年間の計画だがその進捗状況について、「３年ご
と、５年ごとに確認し評価します。」と言うような事柄
は、どこかに織り込まれるのか。また、その時は、今の
委員が確認していくことになるのか。

基本構想旧P3において記載を修正し、
外部委員による評価を行う予定である。

（３）進行管理
計画はその着実な実行と点検・
評価・改善の継続が重要であ
り、PDCAマネジメントサイク
ルによる進行管理 の 仕 組 み を 視
 野 に い れ な が ら 、 計 画 策 定を行
います。

各課ヒアリング等庁内会議に伴う修正、その他語句の修正等

No. 会議 発言者 旧頁 新頁 （素案）修正前 意見 意見に対する方向性（案） 修正後

66
第4回
審議会

事務局 全般 - - - - - - - - - 全般的に　　「障害」（法令等以外）→「障がい」 左記の通り。 -

67
第4回
審議会

事務局 Ⅰ はじめに 25 25 2 まちの現状と課題 4． まちづくりの課題 (1)
子育て環境のよさ
を
生かす

（１）子育て・教育環境のよさを生
かす
今後も、このような子育て・教育環
境のよさを生かし、

タイトルと以下4行目　「生かす」→「活かす」 左記の通りに全般にわたって修正する。

（１）子育て・教育環境のよさ
を活かす
今後も、このような子育て・教
育環境のよさを活かし、

68
第4回
審議会

事務局 Ⅱ 基本構想 33 33 2
まちづくりの基本
目標

2
基本目標
全世代参加の地域共
生力アップ

空き家・空き店舗活用も視野に入れ
ながら、子ども・若者とシニア世代
が出合い、

1行目　「出合い」→「出会い」 左記の通りに修正する。
空き家・空き店舗活用も視野に
入れながら、子ども・若者とシ
ニア世代が出会い、

69
第5回
審議会

委員 全般 - - - - - - - - - 再掲の場合は「再掲」と記載する。 （再掲）と記載する。 -

70 - 事務局 全般 - - - - - - - - - 表記の統一
2018年までは「2018年（平成30
年）」
2019年以降は西暦表記

-

71 - 事務局 全般 - - - - - - - -
出典　→　より
時期　→　から

表記の統一 時間的な意味の「より」⇒「から」 -

72 - 事務局 全般 - - - - - - - - - 表記の統一 「豊郷町」⇒「本町」 -

73 - 事務局 全般 - - - - - - - - - 表記の統一 「いっそう」⇒「一層」 -

74 - 事務局 全般 - - - - - - - - - 表記の統一
「ていねい」⇒「丁寧」

-

◎多世代コミュニティの
創造と地域福祉の推進

部 章 か所 項目

5



No. 会議 発言者 旧頁 新頁 （素案）修正前 意見 意見に対する方向性（案） 修正後部 章 か所 項目

75 - 事務局 全般 - - - - - - - - - 表記の統一 「及び」⇒「および」 -

76 - 事務局 全般 - - - - - - - - - 表記の統一 「出しあい」⇒「出し合い」 -

77 - 事務局 全般 - - - - - - - - - 表記の統一 「か所」⇒「箇所」 -

78 - 事務局 全般 - - - - - - - - - 表記の統一 「つうじて」⇒「通じて」 -

79 - 事務局 全般 - - - - - - - - - 表記の統一 「はばひろい」⇒「幅広い」 -

80 - 事務局 Ⅰ はじめに 6 6 ２ まちの現状と課題 １ 本町の地域概況 (３)
まちの産業
下段のグラフ中

商業（平成28年間販売額） 出典データの精査。 商業（平成27年間販売額）

81 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅰ はじめに 7 7 2 まちの現状と課題 1 本町の地域概況 (４)
第4次計画策定後の
まちの歩み

- 2項目を追加 左記の通り。

82 - 事務局 Ⅰ はじめに 25 25 2 まちの現状と課題 4 まちづくりの課題 (1)
子育て環境のよさ
を
活かす

小中学生・高校生の医療費無償化 語句修正
小中学生・高校生世代までの医
療費無料化

83 - 事務局 Ⅰ はじめに 25 25 2 まちの現状と課題 4 まちづくりの課題 (2)
地域共生社会の実
現

「あったかホーム」などの取組 語句修正
「あったかホーム」などの宅老
所整備の取組

84 - 事務局 Ⅰ はじめに 25 25 2 まちの現状と課題 4 まちづくりの課題 (2)
地域共生社会の実
現

地域包括ケアシステムの 深化・推進 語句修正
地域包括ケアシステムの推進
（以降のページにおいても同様
に修正）

85 - 事務局 Ⅱ 基本構想 29 29 １
まちづくりの理念
と将来像

２ まちの将来像 - - 将来像の末尾の「（仮）」 第4回審議会で了承を得たため。 「（仮）」を削除

86 - 事務局 Ⅱ 基本構想 29 29 １
まちづくりの理念
と将来像

３ 人口の見通し - -
目標年次における人口を7,300人
に維持する…

語句修正
目標年次において人口7,300人
を維持する…

87 - 事務局 Ⅱ 基本構想 30 30 1
まちづくりの理念
と将来像

４ 将来の地域構造 (5) 主要道路 湖東三山インターチェンジ 語句修正
湖東三山スマートインターチェ
ンジ

88 - 事務局 Ⅱ 基本構想 31 31 1
まちづくりの理念
と将来像

４ 将来の地域構造 将来の地域構造図 審議会意見や周辺動向をふまえた修正

主要道路の「構想路線」を追
加。
「田園ゾーン」、「住宅ゾー
ン」の範囲を修正。

89 - 事務局 Ⅱ 基本構想 33 33 2
まちづくりの基本
目標

2
全世代参加の地域共
生力アップ

◎
地域包括ケアシス
テムの深化・推進

◎地域包括ケアシステムの 深化・推
進
高齢者… 発達に支援が必要な子ども
など、…すべての人を対象とした全
世代型地域包括支援 センターの体制
整備を図り、…

他の修正箇所との整合

◎全世代型地域包括ケアシステ
ムの推進
高齢者…ひとり親家庭など、…
すべての人を対象とした全世代
型地域包括支援の体制整備を図
り、…

90 - 事務局 Ⅱ 基本構想 33 33 2
まちづくりの基本
目標

2
全世代参加の地域共
生力アップ

○
健康づくりとス
ポーツの推進

…地域ぐるみの健康づくりや生活習
慣病の発生予防

語句修正
…地域ぐるみの健康づくりや生
活習慣病の発症予防
（基本計画Ｐ65も同様）

91 - 事務局 Ⅱ 基本構想 - 37 - - - - - - - - - 「基本構想の体系」図を追加。

92 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅱ 基本構想 31 31 1
まちづくりの理念
と将来像

4． 将来の地域構造 地域構造図 　　　　　　　農業・農村ゾーン 他の修正箇所との整合 　　　　　　　田園ゾーン

93 - 事務局 Ⅱ 基本構想 35 35 2
まちづくりの基本
目標

基本目標4 地域強制力を 語句修正 地域共生力を

94 - 事務局 Ⅲ 基本計画 - - - - - -

現状と課題
【これまでに取り
組 ん で き た こ と
は】
の全般

課題を示す部分 記載の整理
課題を示す部分については、
【今後の課題は】に移動する。

95 - 事務局 Ⅲ 基本計画 - - - - - -
現状と課題
の全般

◇の文頭の「また」「一方」等の接
続詞

語句修正
◇の文頭の「また」「一方」等
の接続詞を削除する。

96 - 事務局 Ⅲ 基本計画
5以
降

-
「ともに取り
組む主要事業」全
般

表下の注釈 - -
協力者、参加者
　　　　→　協力、参加、支援

「行政による支援」を示すための修正
協力者、参加者
　　　　→　協力、参加、支援

みどり色 みどり色

6



No. 会議 発言者 旧頁 新頁 （素案）修正前 意見 意見に対する方向性（案） 修正後部 章 か所 項目

97 - 事務局 Ⅲ 基本計画 2 40 1
子育て環境の強み
アップ

１．子育ての環境づくり

現状と課題
【これまでに取り
組 ん で き た こ と
は】

◇子育て支援センターでは、子育て
相談、「ひろば」、発達について支
援が必要な子ども へ の 支 援 等 の 充 実
 に努めてきました。

記載の明確化

◇子育て支援センターでは、子
育て相談、年齢ごとに活動する
「ひろば」、継続して支援が必
要な子どもへは関係機関との連
携を図ってきました。

98 - 事務局 Ⅲ 基本計画 ４ 42 1
子育て環境の強み
アップ

１．子育ての環境づくり (1)
◆主要施策◆
子ども・子育て支
援体制の充実

２つ目◇発達障がい等の早期発見・
早期対応および継続的支援ができる
 発 達 支 援 の仕組みづくりを進めま
す。

記載の明確化（限定を避ける）
◇発達障がい等の早期発見・早
期対応および継続的支援ができ
る仕組みづくりを進めます。

99 - 事務局 Ⅲ 基本計画 ４ 42 1
子育て環境の強み
アップ

１．子育ての環境づくり (4)
◆主要施策◆
ひとり親家庭への
支援の充実

◇ひとり親家庭への経済的支援や親
の就労支援等の充実を図ります。

記載の明確化（語句の補足）
◇関係機関と連携しひとり親家
庭への経済的支援や親の就労支
援等の充実を図ります。

100 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 ４ 42 1
子育て環境の強み
アップ

１．子育ての環境づくり (５)
◆主要施策◆
子どもが安心して
遊べる場づくり

子どもが安心して遊べる場づくりと
して、豊栄のさとの 再 整 備 を 行 い 、
 公 民 連 携 に よ る 運 営 を 取 り 入 れ な が
 ら活用を図ります。

記載の明確化

子どもが安心して遊べる場づく
りとして、豊栄のさとの公園と
しての機能強化を図ります。そ
の際には、公園部分の管理運営
については、公民連携の活用も
検討します。

101 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 ６ 44 1
子育て環境の強み
アップ

２．
子どもの教育環境の
充実

現状と課題
【これまでに取り
組 ん で き た こ と
は】

小学校を通じて、健全な発達を支え
る給食を生かした

記載の明確化

◇３つ目
小学校を通じて、健全な発育・
発達を支える給食を生かした
（関連する箇所についても同様
に追加。Ｐ32等）

102 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 6 44 1
子育て環境の強み
アップ

２．
子どもの教育環境の
充実

現状と課題
【これまでに取り
組 ん で き た こ と
は】

 特 別支援を必要とする幼児・児童・
生徒に対して、乳幼児期から義務教
育を終えるまで一貫して支援を行う
ため、 個 別 支 援 計 画 を 作 成 し 引 継 ぎ
 を 行 う と と も に 、特別支援教育支援
員等の

記載の明確化

支援を必要とする幼児・児童・
生徒に対して、乳幼児期から義
務教育を終えるまで継続した切
れ目のない支援を行うため、特
別支援教育支援員等の

103 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 13 49 1
子育て環境の強み
アップ

4．
まちの文化の保全と
育成

現状と課題
【これまでに取り
組 ん で き た こ と
は】

●図書館の状況 適切な該当箇所への移動 図書館の移動→P１１に移動

104 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 13 52 1
子育て環境の強み
アップ

4．
まちの文化の保全と
育成

現状と課題
【これまでに取り
組 ん で き た こ と
は】

豊栄のさと 文化ホールがあり、 語句修正 豊栄のさとがあり、

105 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 13 52 1
子育て環境の強み
アップ

4．
まちの文化の保全と
育成

現状と課題
【これまでに取り
組 ん で き た こ と
は】

平成29年度現在16件の指定文化財
があり、

記載の明確化

２０１７年度（平成29年度）現
在県２件、町６件の指定文化財
と８件の国登録有形文化財があ
り、

106 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 17 57 2
全世代参加の地域
共生力アップ

1．
多世代コミュニティ
の創造と地域福祉の
推進

現状と課題
【これまでに取り
組 ん で き た こ と
は】

一方、これまで「あったかホーム」
等の取組

記載の明確化
一方、これまで「あったかホー
ム」等の宅老所整備の取組

107 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 18 57 2
全世代参加の地域
共生力アップ

1．
多世代コミュニティ
の創造と地域福祉の
推進

(1)
◆主要施策◆
多 世 代 コ ミ ュ ニ
ティの創造

 新 た に 転 入 し て き た 住 民 の 増 加 に
 よ っ て 自 治 会 の 運 営 が 困 難 に な っ て
 い る 自 治 会 が あ る た め 、新たなコ
ミュニティの

記載の明確化（必要以上の限定を避ける） 新たなコミュニティの

108 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 19 58 2
全世代参加の地域
共生力アップ

1．
多世代コミュニティ
の創造と地域福祉の
推進

(3)
◆主要施策◆
生活支援サービス
の育成

 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー と の 連 携 の も
 と 、生活支援サービスの担い手の育
成や発掘、地域資源の開発やネット
ワーク化に取り組む生活支援コー
ディネーターを配置し、…

記載の明確化

生活支援サービスの担い手の育
成や発掘、地域資源の開発や
ネットワーク化に取り組む生活
支援コーディネーターを活用
し、…

109 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 19 58 2
全世代参加の地域
共生力アップ

1．
多世代コミュニティ
の創造と地域福祉の
推進

(3)
◆主要施策◆
生活支援サービス
の育成

 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 事 業 の 業 務 に
 つ い て は 、 生 活 支 援 や 子 育 て 支 援 等
 対 人 サ ー ビ ス に お い て専門的な知
識・技能を発揮できるような人材を
「プラチナ人材」として位置付け、
人材の発掘に取り組むことで『プラ
チナ人材 セ ン タ ー』 と し て 新 た な 事
 業展開ができるよう支援します。

意見番号36～39との整合

専門的な知識・技能を発揮でき
るような人材を「プラチナ人
材」として位置付け、人材の発
掘に取り組むことで『プラチナ
人材バンク』の設立を支援しま
す。

110 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 19 58 2
全世代参加の地域
共生力アップ

1．
多世代コミュニティ
の創造と地域福祉の
推進

(5)
◆主要施策◆
地域の見守り体制
の充実

災害時の要支援者対策として、要援
護者台帳の登録・更新を進め、

語句修正
災害時の要支援者対策として、
要援護者名簿の登録・更新を進
め、

111 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 19 58 2
全世代参加の地域
共生力アップ

1．
多世代コミュニティ
の創造と地域福祉の
推進

(6)

◆主要施策◆
孤立することのな
い地域福祉のまち
づくり

 朝 食 を 食 べ る 機 会 の 少 な い 子 ど も へ
 の 支 援 や子どものふれあいの場とし
て、 県 の 助 成 制 度 を 活 用 し な が ら
「こども食堂」の開設を支援しま
す。

記載の明確化（県助成制度が廃止されるため）
子どものふれあいの場として
の、「こども食堂」の開設・運
営を支援します。

7



No. 会議 発言者 旧頁 新頁 （素案）修正前 意見 意見に対する方向性（案） 修正後部 章 か所 項目

112 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 21 62 2
全世代参加の地域
共生力アップ

2.
地域包括ケアシステ
ムの深化・推進

―
2.地域包括ケアシステムの 深 化 ・推
進

語句修正
2.全世代型地域包括ケアシステ
ムの推進

113 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 22 62 2
全世代参加の地域
共生力アップ

2.
地域包括ケアシステ
ムの深化・推進

現状と課題
【今後の課題は】

支援を必要とするすべての人を対象
とした全世代型地域包括支援セン
ターの体制整備を図り、

記載の明確化
支援を必要とするすべての人を
対象とした全世代型地域包括支
援の体制整備を図り、

114 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 22 63 2
全世代参加の地域
共生力アップ

2.
地域包括ケアシステ
ムの深化・推進

(1)

◆主要施策◆
全世代型地域包括
支援センターの体
制整備

（タイトル）
全世代型地域包括支援 セ ン タ ーの体
制整備

記載の明確化
全世代型地域包括支援の体制整
備

115 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 22 63 2
全世代参加の地域
共生力アップ

2.
地域包括ケアシステ
ムの深化・推進

(1)

◆主要施策◆
全世代型地域包括
支援センターの体
制整備

１つ目◇
全世代型地域包括支援 セ ン タ ーの体
制整備を図ります。

記載の明確化
全世代型地域包括支援の体制整
備を図ります。

116 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 22 63 2
全世代参加の地域
共生力アップ

2.
地域包括ケアシステ
ムの深化・推進

(1)

◆主要施策◆
全世代型地域包括
支援センターの体
制整備

２つ目◇
…高齢者を対象とした地域包括支援
センターに加えて、 児 童 の発達支援
の仕組みや障がい者、生活困窮者の
自立支援等の…

記載の明確化（児童だけでなく継続的な支援となるた
め）

…高齢者を対象とした地域包括
支援センターに加えて、発達支
援の仕組みや障がい者、生活困
窮者の自立支援等の…

117 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 24 65 2
全世代参加の地域
共生力アップ

3.
健康づくりとスポー
ツの推進

現状と課題
【これまでに取り
組 ん で き た こ と
は】

総合型スポーツクラブ「アザック」
を は じ め、年齢やライフスタイルに
応じた多様なスポーツの機会づくり
を進めるとともに、 そ の 環 境 と し て
豊郷スポーツ公園や

語句修正

◇３つ目
総合型地域スポーツクラブ「ア
ザックとよさと」と連携し、年
齢やライフスタイルに応じた多
様なスポーツの機会づくりを進
めるとともに、豊郷スポーツ公
園や

118 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 24 65 2
全世代参加の地域
共生力アップ

3.
健康づくりとスポー
ツの推進

現状と課題
【今後の課題は】

「自分の健康は自分でつくる」を理
念とした地域ぐるみの健康づくりや
生活習慣病の発 生予防・重症化予
防、食育の推進と、

語句修正

「自分の健康は自分でつくる」
を理念とした地域ぐるみの健康
づくりや生活習慣病の発症予
防・重症化予防および食育の推
進と、

119 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 25 66 2
全世代参加の地域
共生力アップ

3.
健康づくりとスポー
ツの推進

(2)

◆主要施策◆
住生活習慣病の発
症予防と重症化予
防

 住生活習慣病の発症予防と重症化予
防

語句修正
生活習慣病の発症予防と重症化
予防

120 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 25 66 2
全世代参加の地域
共生力アップ

3.
健康づくりとスポー
ツの推進

(2)

◆主要施策◆
住生活習慣病の発
症予防と重症化予
防

適度な運動、喫煙や過度な飲酒をし
ない等、

語句修正
適度な運動の必要性について
や、喫煙しない・過度な飲酒を
しない等の啓発を行い、

121 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 26 67 2
全世代参加の地域
共生力アップ

3.
健康づくりとスポー
ツの推進

(5)
◆主要施策◆
生涯スポーツの推
進

生涯にわたってスポーツに親しめる
よう、総合型地域スポーツクラブを
はじめとして、年齢や

語句修正

生涯にわたってスポーツに親し
めるよう、総合型地域スポーツ
クラブ「アザックとよさと」と
連携して、年齢や

122 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 27 70 2
全世代参加の地域
共生力アップ

４. 高齢者福祉の充実

現状と課題
【これまでに取り
組 ん で き た こ と
は】

例えば、老人クラブ活動・自治会活
動等への取組、滋賀県レイカディア
大学の受講、また、各自による趣
味・娯楽・文化活動、ボランティア
活動等への取組を行ってきました。

「滋賀県レイカディア大学の受講」を追加

◇３つ目
具体的には、老人クラブ活動・
自治会活動等への取組、また、
各自による趣味・娯楽・文化活
動、滋賀県レイカディア大学の
受講、ボランティア活動等への
取組を行ってきました。

123 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 31 74 2
全世代参加の地域
共生力アップ

5. 障がい者福祉の充実 (1)
◆主要施策◆
相談・情報提供体
制の整備

２つ目◇
…保護者等の理解が図られるよう努
めます。

記載の明確化
…保護者等との相互理解が図ら
れるよう努めます。

124 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 31 74 2
全世代参加の地域
共生力アップ

5. 障がい者福祉の充実 (3)
◆主要施策◆
保健・医療・福祉
の充実

…必要な医療やリハビリテーション
を受けられるよう…

記載の明確化（語句の補足）
…必要な医療やリハビリテー
ション、福祉サービスを受けら
れるよう…

8



No. 会議 発言者 旧頁 新頁 （素案）修正前 意見 意見に対する方向性（案） 修正後部 章 か所 項目

125 - 事務局 Ⅲ 基本計画 35 78 2
全世代参加の地域
共生力アップ

6.
医療・介護の基盤整
備

(3)
◆主要施策◆
介護保険の円滑な
運営

◇地域包括ケアシステムの進化・推
進を図るために、今後も地域包括ケ
ア会議等を通じて医療・福祉に携わ
る多職種連携を 図 る と と も に 、認知
症対応型通所介護や共同生活介護等
の地域密着型サービスの充実に努
め、高齢者が住み慣れた地域で適切
にサービスを受けることができるよ
う基盤整備を進めます。

記載の明確化（語句の補足）

◇高齢者が安心して地域で暮ら
せるよう、すでに取組をスター
トさせている地域包括ケアシス
テムの深化・推進を図るため
に、今後も地域ケア会議等を通
じて医療・福祉に携わる多職種
連携を進めるとともに、障がい
者や生活困窮者、発達に支援が
必要な子ども等、支援を必要と
するすべての人を対象とした全
世代型地域包括支援の体制整備
を図ります。
◇認知症対応型通所介護や共同
生活介護等の地域密着型サービ
スの充実に努め、高齢者が住み
慣れた地域で適切サービスを受
けることができるよう基盤整備
を進めます。

126 - 事務局 Ⅲ 基本計画 38 80 2
全世代参加の地域
共生力アップ

7. 共生のまちづくり
現状と課題
【今後の課題は】

二つ目◇
…ボランティア通訳や来訪者へのガ
イド等の体制が で き て い な い現状で
す…

語句修正
…ボランティア通訳や来訪者へ
のガイド等の体制が十分ではな
い現状です…

127 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 41 83 ３
暮らしの安全・安
心力アップ

1.
道路交通・公共交通
網の整備

現状と課題
【まちをとりまく
動向は】

２０１３年 よ り湖東三山スマートイ
ンターチェンジが開業し、名神高速
道路へ

語句修正

◇1つ目
２０１３年（平成２５年）から
湖東三山スマートインターチェ
ンジが開業し、名神高速道路へ

128 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 41 83 ３
暮らしの安全・安
心力アップ

1.
道路交通・公共交通
網の整備

現状と課題
【まちをとりまく
動向は】

国道８号米原バイパス整備 へ向け
て、 国 、 滋 賀 県 、 関 係 自 治 体 等 に よ
 る 協 議 が 進 め ら れ て お り、本町 の ま
 ち づ く り に 与 え る 影 響 を 見 極 め て い
 く必要があります。

記載の明確化

◇２つ目
国道８号米原バイパス整備に向
けてようやく国が着手しまし
た。本町を通過する可能性もあ
るため今後の動向を注視してい
きます。

129 - 事務局 Ⅲ 基本計画 41 83 ３
暮らしの安全・安
心力アップ

1.
道路交通・公共交通
網の整備

現状と課題
【まちをとりまく
動向は】

（三つ目◇を追加） 近江鉄道に関する記載を追加
◇近江鉄道の累積赤字の増大に
伴い路線の存廃についての検討
が進められています。

130 - 事務局 Ⅲ 基本計画 42 84 ３
暮らしの安全・安
心力アップ

1.
道路交通・公共交通
網の整備

現状と課題 （表を追加） （表を追加）
「●愛のりタクシー利用状況」
表を追加

131 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 42 84 ３
暮らしの安全・安
心力アップ

1.
道路交通・公共交通
網の整備

(1)
◆主要施策◆
主要道路の整備

主要道路である県道の改良整備を促
進するとともに、 湖 東 三 山 ス マ ー ト
 イ ン タ ー チ ェ ン ジ へ の ア ク セ ス 道 路
 の 整 備 に 伴 う 改 良 整 備 の 促 進 を 図 り
 ます。

記載の明確化

◇１つ目
主要道路である県道の改良整備
を促進するとともに、国道８号
バイパスを見据え、国道３０７
号と国道８号をつなぐ道路整備
に努めます。

132 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 43 85 ３
暮らしの安全・安
心力アップ

1.
道路交通・公共交通
網の整備

(2)
◆主要施策◆
生活道路の整備推
進

 本 庁内道路交通網の長期的整備の指
針 と し て 策 定 さ れ た道路整備計画 に
 し た が い、計画的な整備を推進しま
す。

記載の明確化

町内道路交通網の長期的整備の
指針となる道路整備計画を策定
し、計画的な整備を推進しま
す。

133 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 43 85 ３
暮らしの安全・安
心力アップ

1.
道路交通・公共交通
網の整備

(2)
◆主要施策◆
生活道路の整備推
進

意見番号9との整合

◇2つ目として

◇危険個所が解消されるよう、
住民の利用の多い県道・生活道
路について、改良整備の要望を
続けます。

134 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 43 85 ３
暮らしの安全・安
心力アップ

1.
道路交通・公共交通
網の整備

(2)
◆主要施策◆
生活道路の整備推
進

３つ目◇
 集 落 内 ・ 集 落 間町道等 の 生 活 道 路 に
 つ い て 、良好な維持管理に努めると
ともに…

町道等良好な維持管理に努める
とともに…

135 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 43 85 ３
暮らしの安全・安
心力アップ

1.
道路交通・公共交通
網の整備

(2)
◆主要施策◆
生活道路の整備推
進

通学路や高齢者の利用の多い道路を
はじめ、歩道の設置、交差点の改
良、防護柵の設置等、すべての住民
のための安全対策を計画的に進めま
す。

意見番号21との整合

通学路や高齢者の利用の多い道
路をはじめ、歩道の設置、交差
点の改良、防護柵の設置、地震
によるブロック壁倒壊の防止
等、すべての住民のための安全
対策を計画的に進めます。

136 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 44 87 ３
暮らしの安全・安
心力アップ

２．生活環境の整備

現状と課題
【これまでに取り
組 ん で き た こ と
は】

が廃止となり 語句修正 の統合により
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137 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 44 87 ３
暮らしの安全・安
心力アップ

２．生活環境の整備

現状と課題
【これまでに取り
組 ん で き た こ と
は】

努めました。 取組に関する記載を追加
努めました。また、２０１８年
度（平成３０年度）には耐震化
計画策定も行いました。

138 - 事務局 Ⅲ 基本計画 44 87 ３
暮らしの安全・安
心力アップ

２．生活環境の整備

現状と課題
【これまでに取り
組 ん で き た こ と
は】

3つ目
◇下水道は全町水洗化を目指し広報
による啓発に努め、年々水洗化率が
向上しています。

し尿処理に関する記載を追加

3つ目
◇下水道は全町水洗化を目指し
広報による啓発に努め、年々水
洗化率が向上しています。これ
に伴ってし尿処理の対象世帯は
ごく少ない現状となっていま
す。

139 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 44 87 ３
暮らしの安全・安
心力アップ

２．生活環境の整備

現状と課題
【これまでに取り
組 ん で き た こ と
は】

― 地籍調査に関する記載を追加（下段に注釈も追加）

◇４つ目
◇２０１４年度（平成２６年
度）から雨降野区で地籍調査を
開始し、現在他の地域の調査を
行っています。
※地籍調査は国土調査法に基づ
く調査の一つで、一筆ごとの土
地について所有者、地番、地籍
の調査や境界および地積に関す
る測量を行い、その結果を地籍
図と地籍簿に作成する事業

140 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 44 87 ３
暮らしの安全・安
心力アップ

２．生活環境の整備
現状と課題
【今後の課題は】

― 地籍調査に関する記載を追加

◇２つ目
◇全自治会が地籍調査を実施で
きるよう啓発活動を行う必要が
あります。

141 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 45 88 3
暮らしの安全・安
心力アップ

２．生活環境の整備
◆ともにめざ評価
指標◆

地籍調査に関する記載を追加
地籍調査の実施
　　　　　　　現状値　目標値
地籍調査の実施区域２　５/１６

142 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 45 88 3
暮らしの安全・安
心力アップ

２．生活環境の整備 (１)
◆主要施策◆
公営住宅の整備

（１）図りながら、 一 定 の 見 通 し が
 ついた時点で、改良公営住宅

記載の明確化（限定を避ける） 図りながら、改良公営住宅

143 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 45 88 3
暮らしの安全・安
心力アップ

２．生活環境の整備 (2)
上水道設備の耐震
化を含めた整備

進めるため、計画の策定とその推進
を図ります。

平成30年度に計画策定が完了するため
進めるため、浄水場および主要
管路をはじめ、耐震化の推進を
図ります。

144 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 45 89 3
暮らしの安全・安
心力アップ

２．生活環境の整備 ◆主要施策◆ ― 地籍調査に関する記載を追加

（４）地籍調査の推進
◇今後も引き続き全自治会で地
籍調査が実施できるように推進
を図ります。

145 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 47 90 3
暮らしの安全・安
心力アップ

3．環境保全の推進

現状と課題
【これまでに取り
組 ん で き た こ と
は】

宇曽川の一斉清掃運動が、 記載の補足
宇曽川・みな川、主要道路の一
斉清掃運動が、

146 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 50 92 3
暮らしの安全・安
心力アップ

4．循環型社会の形成

現状と課題
【これまでに取り
組 ん で き た こ と
は】

― 生ごみ堆肥化事業に関する記載を追加

◇４つ目
◇生ごみ堆肥化事業により、家
庭から出る生ごみを減量し、堆
肥化して大地に還す、循環型社
会の構築を図ってきました。

147 - 事務局 Ⅲ 基本計画 52 94 3
暮らしの安全・安
心力アップ

4．循環型社会の形成 (2)
◆主要施策◆
ごみの減量化、再
資源化の推進

（二つ目◇を追加） 生ごみ堆肥化事業に関する記載を追加

◇2つ目
◇生ごみ堆肥化事業等を通じ
て、家庭から出る生ごみを堆肥
化し大地に還すことによってご
みの減量化を図り、循環型社会
の形成を促進します。

148 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 57 99 3
暮らしの安全・安
心力アップ

6. 地域安全対策の充実

現状と課題
【これまでに取り
組 ん で き た こ と
は】

自治会の要望に沿って、 記載の補足
交通安全プログラムや自治会の
要望に沿って、

149 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 60 102 ４
まちの魅力と活力
アップ

1．農業の振興

現状と課題
【これまでに取り
組 ん で き た こ と
は】

◇県の環境こだわり米づくりに関し
ては、 要 件 的 に 手 間 が か か る た め 、
 取 組 者 が 減 る 傾 向 に あ り ま す が 、こ
だわり米づくりの取組自体は環境や
品質に配慮されたよい取組 で あ る と
 考えます。

記載の明確化

◇４つ目
県の環境こだわり米づくりに関
しては、取組要件があり、労力
が必要ではありますが、環境や
質に配慮された良い取組です。
町としても農業者への支援をし
ています。

150 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 63 105 ４
まちの魅力と活力
アップ

2 観光の振興
現状と課題
【まちをとりまく
動向は】

 ２,０００万人 数値修正 ４,０００万人

10



No. 会議 発言者 旧頁 新頁 （素案）修正前 意見 意見に対する方向性（案） 修正後部 章 か所 項目

151 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 64 106 ４
まちの魅力と活力
アップ

2 観光の振興 (１)

◆主要施策◆
多様な観光資源を
活用した観光振興
と情報発信

インバウンド観光の受け入れ、もて
なしとして、

語句修正
インバウンド観光の受け入れ、
おもてなしとして、

152 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 70 114 5
住民直結の行政力
アップ

1.
情報共有と住民参画
の推進

(1)
◆主要施策◆
情報公開と情報共
有の推進

ため、広報紙や町ホームページ、 イ
 ン タ ー ネ ッ トの活用等による広報活
動の充実を図ります。

語句修正
ため、広報紙や町ホームペー
ジ、ICTの活用等による広報活
動の充実を図ります。

153 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 71 116 5
住民直結の行政力
アップ

2.
持続可能な行政経営
の推進

現状と課題
【これまでに取り
組 ん で き た こ と
は】

職員研修については、人権研修や人
事評価制度研修、コンプライアンス
研修、ディベート研修 、 認 知 症 キ ャ
 ラ バ ン メ イ ト 研 修等を行って お り 、
 対 象 と な る 職 員 は お お む ね 受 講 し て
 いる状況です。

記載の明確化

◇３つ目
職員研修については、人権研修
や人事評価制度研修、コンプラ
イアンス研修、ディベート研修
等を行っています。

154 -
各課ヒアリン
グ等庁内会議

Ⅲ 基本計画 72 117 5
住民直結の行政力
アップ

2.
持続可能な行政経営
の推進

(2)
◆主要施策◆
地方創生に対応で
きる人材の育成

地域協働の取り組み等を進めるとと
もに、政策形成能力の向上をはじめ
職員の人材育成を計画的に進め、 極
 力職員数の抑制に努めます。

記載の明確化

地域協働の取り組み等を進める
とともに、政策形成能力の向上
をはじめ職員の人材育成を計画
的に進めます。
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